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Project 

⑦ 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

外国にルーツを持つ児童への 

日本語学習支援プロジェクト 

【メンバー】 [学   生] 小山 美紅 / 窪田 美優 / 酒井 リオナ / 坂下 晶菜 

高橋 あかり / 西塚 海波 / 西塚 りん / 福田 葵 

            [担当教員] 佐藤 香織 

【背景】 

外国にルーツを持つ児童への日本語教育は、日本語教育の領域における大きな課題の一つであり、函館

の小中学校には日本語支援を必要としている児童(生徒)がいる。今年度は新型コロナウイルス感染対策を徹

底しながら支援を行った。 

 

【目的】 

児童(生徒)の日本語能力の向上を目指し、新型コロナウイルス感染拡大の状況下でも行える日本語学習

支援の教材づくりをすること。また、支援実施者の日本語教育の実践、地域の教育機関や日本語支援員との

連携を図ること。  

 

【概要】 

新型コロナウイルス感染対策を徹底しつつ、実際に対面で日本語教育支援を行った。取り出しでは児童の

苦手に合わせた日本語の教材作りをした。また、入り込みでは社会や理科の授業に参加したり復習ができる

ような教材を作った。 

 

 
【プロセスと成果】 

 

前期は、初めに日本語教育支援の実態を知るために、関連するシンポジウムの報告書を読み、基礎学習を

行った。その後6月から実際に小学校に行き、対象児童に日本語支援活動を行った。入り込み授業では、対象

児童が授業を理解しやすいように、授業内で出てきた理解しにくい単語や先生の指示、黒板の板書等を優し

い日本語で言い換える活動を行った。 

 

後期の11月下旬からは、対象児童が母国へ一時帰国したため、今までの授業の復習ができる様なプリント

や動画等の教材づくりを行った。 

 

これらの活動の成果としては、対象児童の苦手な部分を実際に支援を行ったことで把握でき、それに対応し

た対策や教材づくりを行うことができた点が挙げられる。また、活動報告書を本プロジェクトのメンバーで共有

したことで、次回の支援に向けたスムーズな引き継ぎや準備を行うことができた点や教材作成において、対象

児童の好きなキャラクターを用いたり、会話形式で展開したりと児童がより理解しやすいような工夫を施すこと

ができた点などもあげられる。 

 

 

 

 

  

【対象児童の日本語学習のプリント】 【作成した動画教材の一部】 
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【総括と反省・今後の課題】 

  

前期は、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、入り込み支援を行うことができた。事前に次回の授

業内容を担当の教職員に聞き、その中で理解が難しいと思われる単語や説明文をリストアップし、スムーズな

支援を行えるように努めることができた。さらに、支援実施者同士で情報を共有することで、対象児童の苦手

とする部分や得意とする部分の把握が円滑にできた。しかしながら、授業で使用される言葉は難しい単語が

多く、優しい日本語への置き換えを考えることは難しいことであった。 

 

後期は、対象児童が一時帰国したため、入り込み支援は行えなかったが、対象児童が学校に通えない間

に授業内容を忘れてしまわないように、復習のできる動画やプリント等の教材を作成することができた。対象

児童にとって理解しやすい内容にするためにはどうしたら良いのかを考え、工夫して教材を作成することがで

きた。しかしながら、作成した教材が対象児童にとって理解しやすいものであったかどうかは、遠隔であるため

に把握することができず、その手段についても考えておくべきであった。 

 

今後の課題は、作成した教材に一貫性を持たせることができていなかったため、今後は他の単元の教材作

成者達とも連携を図り、教材自体の形式を合わせることである。また、対象児童の日本語能力も適切に把握

できていなかったので、今後は対象児童が既習の文法で説明したり、文法と学習内容の両方を学ぶことがで

きる教材作成をしなければならない。対象児童自らが興味を持って学習に取り組み日本語能力と学力の向上

させるためにはどうしなければいけないのかを考えていく必要がある。 

【地域からの評価】 

  

入り込み支援や教材作成を通して、支援先

の小学校の教員や日本語支援員の方々から

お褒めの言葉をいただいた。 

 

入り込み支援では、「対象児童だけではなく、

周りの生徒さんにも迷惑にならないように気を

使っていたこと」、「児童にわかりやすく説明で

きるかを考え、図解説明の入った自作のハン

ドアウトや動画を作って見せて工夫を凝らして

いたことは素晴らしい」、「情報交換し合い、児

童の理解不足部分や指導して欲しい部分を

共有し支援していたこと」など、様々なお褒め

の言葉をいただくことができた。 

【その他】 

 

年間スケジュール 

 

前

期 

5 月 シンポジウム資料を通しての

事前学習 

6 月〜7月 対面による支援活動(H小) 

8 月 中間報告会 

後

期 

10 月〜11月上旬 対面による支援活動(H小) 

11 月下旬〜1月 教材作成 

(対象児童一時帰国のため) 

1 月 最終発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


